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(57)【要約】
【課題】簡易な構成で頭部の姿勢を維持することができ 
る頭部姿勢維持支援具を提供する。
【解決手段】  頭部姿勢維持支援具１０は、顎と当接さ 
れ得る顎当接部１２と、左肩と当接され得る左肩当接部 
１４ａと、右肩と当接され得る右肩当接部１４ｂと、左 
胸と当接され得る左胸当接部１６ａと、右胸と当接され 
得る右胸当接部１６ｂと、を含む。左胸当接部１６ａと 
左肩当接部１４ａとを接続する第１の接続部２０と、右 
胸当接部１６ｂと右肩当接部１４ｂとを接続する第２の 
接続部２２と、左胸当接部１６ａと顎当接部１２とを接 
続する第３の接続部２４と、右胸当接部１６ｂと顎当接 
部１２とを接続する第４の接続部２６とを含む。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　1　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、 を 含 む 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ３ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ４ の 接 続 部 と を 含 む 、 頭 部 姿 勢 維 持 支 援  
具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 右 胸 当 接 部 と は 同 一 の 接 続 部 に よ り 前 記 顎 当 接 部 に 接 続 さ れ て い  
る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 左 右 に 回 す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部 が  
頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に お い て 、
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 前 後 に 動 か す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部  
が 前 記 頭 部 姿 勢 維 持 装 置 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援  
具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 頭 部 の 姿 勢 維 持 の た め の 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 身 体 の 一 部 の 姿 勢 を 維 持 す る 姿 勢 維 持 補 助 具 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ３ ７ ８ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 易 な 構 成 で 頭 部 の 姿 勢 を 維 持 す る こ と が で き る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具  
を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 発 明 者 ら は 、 手 術 の 際 に 外 科 医 は 、 頭 部 を 動 か さ ず に 同 じ 姿 勢 で 長 時 間 に わ た り 手  
術 対 象 部 位 や 手 術 対 象 者 の 状 況 を 示 す モ ニ タ ー を 見 続 け な け れ ば な ら な い こ と が 多 く あ り  
、 そ の 際 に 、 首 に 負 担 が か か る こ と か ら 首 を 痛 め る こ と が よ く あ り 、 特 に 外 科 医 に と っ て  
非 常 に 悩 ま し い 問 題 で あ る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 発 明 者 ら は 、 そ の 問 題 を い か に 簡 易 な デ バ イ ス で 解 決 す る こ と が で き る か を 考 え 、  
本 発 明 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 は 、
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ３ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ４ の 接 続 部 と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 は 、
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 右 胸 当 接 部 と は 同 一 の 接 続 部 に よ り 前 記 顎 当 接 部 に 接 続 さ れ て い  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 左 右 に 回 す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部 が  
頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 前 後 に 動 か す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部  
が 前 記 頭 部 姿 勢 維 持 装 置 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 作 業 を し な が ら で も 頭 部 の 姿 勢 を 維 持 し や す い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 顎 当 接 部 の 一 態 様 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 変 形 例 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 に 係 る 変 形 例 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ ． 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具
　 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 １ ０ は 、 顎 と 当 接 さ れ  
得 る 顎 当 接 部 １ ２ と 、 左 肩 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ と 、 右 肩 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩  
当 接 部 １ ４ ｂ と 、 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ と 、 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接  
部 １ ６ ｂ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 １ ０ は 、 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ と 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ と を 接 続 す る 第 １ の  
接 続 部 ２ ０ と 、 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ と 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 ２ ２ と 、  
左 胸 当 接 部 １ ６ ａ と 顎 当 接 部 １ ２ と を 接 続 す る 第 ３ の 接 続 部 ２ ４ と 、 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ と  
顎 当 接 部 １ ２ と を 接 続 す る 第 ４ の 接 続 部 ２ ６ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 顎 当 接 部 １ ２ 、 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ 、 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ 、 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ お よ び 右 胸 当  
接 部 １ ６ ｂ に は 、 身 体 へ の 負 担 を 軽 減 す る た め に 、 身 体 に 当 た る 箇 所 に 衝 撃 吸 収 部 材 が 設  
け ら れ て い る こ と が で き る 。 顎 当 接 部 １ ２ 、 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ 、 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ 、 左 胸  
当 接 部 １ ６ ａ お よ び 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ は 、 当 接 す る 身 体 の 部 位 に 沿 っ た か た ち の も の で あ  
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ の 接 続 部 ２ ０ 、 第 ２ の 接 続 部 ２ ２ 、 第 ３ の 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ４ の 接 続 部 ２ ６ は 、  
そ れ ぞ れ の 接 続 機 能 を 実 現 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ 、 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ 、 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ 、 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ 、 第 １ の  
接 続 部 ２ ０ 、 第 ２ の 接 続 部 ２ ２ 、 第 ３ の 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ４ の 接 続 部 ２ ６ は 、 パ イ プ に  
よ り 構 成 す る こ と が で き る 。 隣 り 合 う パ イ プ の 径 を 変 え て 、 隣 り 合 う パ イ プ を 嵌 め 合 せ て  
構 成 す る こ と が で き る 。 パ イ プ は 、 重 量 と の 関 係 か ら 、 た と え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 の も の が  
好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 顎 当 接 部 １ ２ 、 左 肩 当 接 部 １ ４ ａ 、 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ 、 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ 、 右 胸 当 接 部  
１ ６ ｂ 、 第 １ の 接 続 部 ２ ０ 、 第 ２ の 接 続 部 ２ ２ 、 第 ３ の 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ４ の 接 続 部 ２  
６ は 、 そ れ ぞ れ 、 隣 接 す る 機 能 部 と 一 体 的 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 顎 当 接 部 １ ２ を 頭 部 の 左 右 方 向 、 ま た は 、 頭 部 の 前 後 方 向 に 回 転 ま た は 回 動 さ せ る よ う  
に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 顎 が 顎 当 接 部 １ ２ に 置 か れ た 場 合 に て 、 首 が 回 る よ う に 回 転  
ま た は 回 動 さ せ る こ と が で き 、 横 を 向 い た り 首 を 振 る こ と が で き る よ う に 顎 当 接 部 １ ２ を  
構 成 し て も よ い 。 具 体 的 に は 、 顎 を 顎 当 接 部 １ ２ に 置 い た と き に 、 首 を 左 右 に 回 す こ と が  
で き る よ う に 顎 当 接 部 １ ２ が 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 １ ０ に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け  
る こ と が で き る 。 ま た 、 顎 を 顎 当 接 部 １ ２ に 置 い た と き に 、 首 を 前 後 に 動 か す こ と が で き  
る よ う に 顎 当 接 部 １ ２ が 頭 部 姿 勢 維 持 装 置 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け る こ と が で  
き る 。 顎 当 接 部 １ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 体 １ ２ ａ と 基 体 １ ２ ａ に 対 し て 回 転 ま た は  
回 動 可 能 に 設 け ら れ た 顎 載 置 部 １ ２ ｂ に よ り 構 成 す る こ と が で き る 。 基 体 １ ２ ａ は 、 第 ３  
の 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ４ の 接 続 部 ２ ６ に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け る こ と が で き る  
。 基 体 １ ２ ａ に 第 ３ の 接 続 部 ２ ４ お よ び 第 ２ の 接 続 部 ２ ６ が 接 続 さ れ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 顎 当 接 部 １ ２ は 、 顎 と 当 接 す る 面 を 顎 に 沿 っ た 形 状 に す る 他 に 、 顎 の 大 き さ よ り も 大 き  
く し て 、 顎 を 動 か し や す い 構 成 と し 、 い ろ い ろ な 姿 勢 に 対 応 し 得 る よ う な 面 形 状 と す る こ  



10

20

30

40

50

JP 2024-29717 A 2024.3.6(5)

と が で き る 。 顎 と 当 接 す る 面 を 顎 の 大 き さ よ り も 大 き く し た と き に は 、 顎 当 接 部 １ ２ が 頭  
部 姿 勢 維 持 具 １ ２ に 対 し て 相 対 的 に 動 か な い よ う に 設 定 し た と き に 特 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ ． 作 用 効 果
　 本 願 発 明 者 ら は 、 手 術 の 際 に 外 科 医 は 、 頭 部 を 動 か さ ず に 同 じ 姿 勢 で 長 時 間 に わ た り 手  
術 対 象 部 位 や 手 術 対 象 者 の 状 況 を 示 す モ ニ タ ー を 見 続 け な け れ ば な ら な い こ と が 多 く あ り  
、 そ の 際 に 、 首 に 負 担 が か か る こ と か ら 首 を 痛 め る こ と が よ く あ り 、 特 に 外 科 医 に と っ て  
非 常 に 悩 ま し い 問 題 で あ る こ と を 確 認 し た 。 具 体 的 に は 、 手 術 中 は 患 者 や 器 材 の 関 係 で モ  
ニ タ ー を 正 面 視 で き な い こ と が 多 々 あ る 。 そ の た め 、 「 モ ニ タ ー を 正 面 し で き ず 、 頸 部 に  
無 理 の か か る 横 向 き で 頭 位 を 固 定 す る よ う な 姿 勢 」 を と る こ と が 頸 部 に 負 担 を か け 、 肩 こ  
り や 頸 部 痛 の 原 因 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 願 発 明 者 ら は 、 そ の 問 題 を い か に 簡 易 な デ バ イ ス で 解 決 す る こ と が で き る か を 考 え 、  
本 実 施 の 形 態 に 至 っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 顎 を 顎 当 接 部 １ ２ に 載 せ る こ と で 、 顎 当 接 部 １ ２ に 下 方 向 へ の 力 が 作 用 し 、 そ の 下 方 向  
へ の 力 を 受 け て 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ お よ び 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ が 胸 部 を 押 圧 し 、 か つ 、 左 肩 当  
接 部 １ ４ ａ お よ び 右 肩 当 接 部 １ ４ ｂ が 肩 を 押 圧 し て 、 顎 当 接 部 １ ２ の 位 置 が 固 定 さ れ 、 顎  
当 接 部 １ ２ に 顎 が 当 接 し た 頭 部 が そ の 姿 勢 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 に よ れ ば 、 作 業 を し な が ら で も 頭 部 の 姿 勢 を 維  
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ３ ． 変 形 例
　 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 左 胸 当 接 部 １ ６ ａ と 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ と は 同 一 の 接 続 部 ２ ８  
に よ り 顎 当 接 部 １ ２ に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 接 続 部 ２ ８ が 左 胸 当 接  
部 １ ６ ａ お よ び 右 胸 当 接 部 １ ６ ｂ に 接 続 す る た め に 分 岐 し て い て も よ い 。 顎 当 接 部 １ ２ を  
接 続 部 ２ ８ と の 連 結 手 段 に よ り ３ ６ ０ 度 方 向 の 前 後 お よ び 左 右 に 回 転 ま た は 回 動 さ せ て も  
よ い 。 連 結 手 段 と し て は 、 た と え ば ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト や ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 適 用 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 １ ０ は 、 人 の み で な く 、 動 物 に お い て も 適 用 可 能  
で あ る 。 実 施 の 形 態 に 係 る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 １ ０ は 、 医 師 の 他 に 、 介 護 を 必 要 と す る 者  
、 工 場 の 目 視 検 査 者 、 V D T ( V i s u a l  D i s p l a y  T e r m i n a l s ) 作 業 者 を 含 む コ ン ピ ュ ー タ 作  
業 者 な ど に も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０   頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具
１ ２   顎 当 接 部
１ ２ ａ   基 体
１ ２ ｂ   顎 載 置 部
１ ４ ａ   左 肩 当 接 部
１ ４ ｂ   右 肩 当 接 部
１ ６ ａ   左 胸 当 接 部
１ ６ ｂ   右 胸 当 接 部
２ ０   第 １ の 接 続 部
２ ２   第 ２ の 接 続 部
２ ４   第 ３ の 接 続 部
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２ ６   第 ４ の 接 続 部
２ ８   接 続 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 1 1 月 8 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ３ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ４ の 接 続 部 と を 含 み 、
前 記 左 肩 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と は 、 分 離 し 、
顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 載 せ る こ と で 、 前 記 顎 当 接 部 に 下 方 向 へ の 力 が 作 用 し 、 そ の 下 方 向 へ  
の 力 を 受 け て 前 記 左 胸 当 接 部 お よ び 前 記 右 胸 当 接 部 が 胸 部 を 押 圧 し 、 か つ 、 前 記 左 肩 当 接  
部 が 左 肩 の 後 部 を 左 肩 の 前 側 の 方 向 に 押 圧 し 、 前 記 右 肩 当 接 部 が 右 肩 の 後 部 を 右 肩 の 前 側  
の 方 向 に 押 圧 し て 、 前 記 顎 当 接 部 の 位 置 が 固 定 さ れ 、 前 記 顎 当 接 部 に 顎 が 当 接 し た 頭 部 が  
そ の 姿 勢 を 維 持 す る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
　 左 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
　 右 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
　 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 右 胸 と 当 接 さ れ 得 る 右 胸 当 接 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 右 胸 当 接 部 と は 同 一 の 接 続 部 に よ り 前 記 顎 当 接 部 に 接 続 さ れ て お  
り 、
前 記 左 肩 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と は 、 分 離 し 、
顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 載 せ る こ と で 、 前 記 顎 当 接 部 に 下 方 向 へ の 力 が 作 用 し 、 そ の 下 方 向 へ  
の 力 を 受 け て 前 記 左 胸 当 接 部 お よ び 前 記 右 胸 当 接 部 が 胸 部 を 押 圧 し 、 か つ 、 前 記 左 肩 当 接  
部 が 左 肩 の 後 部 を 右 肩 の 前 側 の 方 向 に 押 圧 し 、 前 記 右 肩 当 接 部 が 右 肩 の 後 部 を 左 肩 の 前 側  
の 方 向 に 押 圧 し て 、 前 記 顎 当 接 部 の 位 置 が 固 定 さ れ 、 前 記 顎 当 接 部 に 顎 が 当 接 し た 頭 部 が  
そ の 姿 勢 を 維 持 す る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 左 右 に 回 す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部 が  
頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、
　 顎 を 前 記 顎 当 接 部 に 置 い た と き に 、 首 を 前 後 に 動 か す こ と が で き る よ う に 前 記 顎 当 接 部  
が 前 記 頭 部 姿 勢 維 持 装 置 に 対 し て 回 転 ま た は 回 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援  
具 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 月 2 2 日 ( 2 0 2 4 . 1 . 2 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
装 着 対 象 の 顎 と 当 接 さ れ 得 る 顎 当 接 部 と 、
前 記 装 着 対 象 の 左 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 左 肩 当 接 部 と 、
前 記 装 着 対 象 の 右 肩 の 後 部 と 当 接 さ れ 得 る 右 肩 当 接 部 と 、
前 記 装 着 対 象 の 左 胸 と 当 接 さ れ 得 る 左 胸 当 接 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 左 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 １ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ２ の 接 続 部 と 、
　 前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ３ の 接 続 部 と 、
　 前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 顎 当 接 部 と を 接 続 す る 第 ４ の 接 続 部 と を 含 み 、
前 記 左 肩 当 接 部 と 前 記 右 肩 当 接 部 と は 、 位 置 的 に 離 間 し 、
  前 記 顎 当 接 部 に よ る 前 記 当 接 と 、 前 記 左 肩 当 接 部 に よ る 前 記 当 接 と 、 前 記 右 肩 当 接 部 に  
よ る 前 記 当 接 と 、 前 記 左 胸 当 接 部 に よ る 前 記 当 接 と 、 前 記 右 胸 当 接 部 に よ る 前 記 当 接 と を  
同 時 に 行 う こ と が 可 能 な 構 成 で あ り 、
  前 記 左 胸 当 接 部 、 前 記 右 胸 当 接 部 、 前 記 第 ３ の 接 続 部 お よ び 前 記 第 ４ の 接 続 部 は 、 パ イ  
プ に よ り 構 成 す る こ と が で き 、
  前 記 左 胸 当 接 部 と 前 記 第 ３ の 接 続 部 と は 、 そ れ ぞ れ の パ イ プ の 径 を 変 え て 、 嵌 め 合 わ せ  
て 接 続 さ れ 、
  前 記 右 胸 当 接 部 と 前 記 第 ４ の 接 続 部 と は 、 そ れ ぞ れ の パ イ プ の 径 を 変 え て 、 嵌 め 合 わ せ  
て 接 続 さ れ て い る 頭 部 姿 勢 維 持 支 援 具 。
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